
吉敷自治会会則 
 

第１章 総則 

 

（目的） 

第１条 本会は、自主的に吉敷地区民の福利を増進し、文化の向上を図りもって地区の振興発

展を期することを目的とする。 

 

（名称及び事務所） 

第２条 本会は、吉敷自治会と称し、事務所を山口市吉敷地域交流センター内に置く。 

 

（組織） 

第３条 本会は、吉敷地区内の在住者をもって組織する。 

 

（町内） 

第４条 吉敷地区を次の１６町内とする。 

（１）吉敷畑 

（２）中尾西 

（３）中尾東上 

（４）中尾東下 

（５）緑ケ丘 

（６）赤田 

（７）佐畑 

（８）中村 

（９）木崎 

（１０）上東 

（１１）下東 

（１２）大橋町 

（１３）稲葉町 

（１４）京面団地 

（１５）上東住宅団地 

（１６）木崎団地 

 

第２章 事業 

 

（事業） 

第５条 本会は、第１条の目的を達成するために次の事業を行う。 

（１） 地区民の福利増進に関すること。 

（２） 地区民の文化及び経済の向上に関すること。 

（３） 地区民と市との連絡、通達に関すること。 

（４） 行政庁の諮問答申及び意見具申に関すること。 

（５） 各種団体との連携並びに援助に関すること。 

（６） その他前各号の付随する事業。 



 

第６条 本会は、前条の事業を行うために、関係機関と密接な連絡に努めるものとする。 

 

第３章 役職員及び機構 

 

（委員及びその選出） 

第７条 本会に、次の委員を置く。 

（１）第４条に定める町内から選出された会長の職にある者。（以下「町内委員という。） 

（２）別表に掲げる団体及び吉敷地区地域づくり協議会の代表者。 

２ 町内委員に欠員を生じたときは、速やかに後任委員を補充しなければならない。但し、補

充されるまでは、代行者を認める。 

 

（役員及びその選出） 

第８条 本会に次の役員を置く。 

会長１名  副会長２名  会計１名  監事２名 

２ 会長、副会長及び会計は町内委員の互選により選出する。 

３ 監事は、委員会で推薦し、代議員会において承認を得る。 

 

（役員の任期） 

第９条 役員の任期は２年とし、再任を妨げない。但し、欠員を補充した時は、前任者の残任

期間とする。 

２ 役員は、任期が満了した場合、後任者に事務を引き継ぐまでは、その職務を行うものとす

る。 

 

（役員の職務） 

第１０条 会長は、会を代表し会務を総理する。 

２ 副会長は、会長を補佐し会長に事故あるときは代理する。 

３ 会計は、会計事務を処理する。 

４ 監事は、会計事務を監査する。 

 

（役員の失格及び退職） 

第１１条 役員は、当該選出区域外に転出したときは、失格する。 

２ 役員は、その任期中やむを得ない理由があるときは、委員会の承認を得て退職することが

できる。 

 

（代議員） 

第１２条 本会に、代議員を置く。 

２ 代議員は、次によって選出された者とする。 

（１）第４条に定める町内ごとに、委員会において別に定める基準により選出された者。 

（２）別表に掲げる団体から選出された者。 

 

（事務局） 

第１３条 本会に事務局を設け、事務局に事務局長及び事務局員（以下「職員」という。）を置



く。 

２ 職員は、委員会の承認を得て会長が委嘱する。 

３ 職員は、会長の命を受けて本会の会計及び事務を処理する。 

 

第４章 会議 

 

（会議） 

第１４条 本会に次の会議を設置し、会長がこれを召集する。 

（１）代議員会 

（２）委員会 

（３）町内会長会 

（４）役員会 

 

（代議員会） 

第１５条 代議員会は、代議員をもって構成する。 

２ 代議員会は、毎年５月に開催し、次の事項を付議しなければならない。 

（１）事業並びに決算の報告 

（２）事業計画並びに予算の承認 

（３）会則の改廃 

（４）会費の徴収に関する事項 

（５）その他本会の運営に関する重要事項 

３ 代議員会は、会長が認めたとき、または代議員の３分の２以上の要請のあったときは、臨

時に召集することができる。 

４ 代議員会は、定数の過半数の出席をもって成立する。この場合委任状によることができる。

但し、第１２条第２項第２号の代議員の委任は、その団体に属する者に限る。 

５ 代議員会の議長は、代議員の中から選出する。 

６ 代議員会の議事は、出席代議員の過半数によって決し、可否同数のときは議長がこれを決

める。 

 

（委員会） 

第１６条 委員会は、委員をもって構成する。 

２ 委員会は、代議員会に付議すべき事項並びに第５条の事業及び本会の運営に当たる。 

３ 委員会の議長は、会長とする。 

４ 委員会は、定数の３分の２以上の出席により成立する。 

５ 委員会の議事は、委員の過半数によって決し、可否同数の時は議長がこれを決する。 

６ 委員会には、必要に応じて専門部会を置くことができる。 

 

 （町内会長会） 

第１７条 町内会長会は、町内委員をもって構成する。 

２ 町内会長会は、原則として毎月１回定例会を開催する。 

３ 町内会長会は、あらかじめ委員会の承認を得て、本会の町内会に関する事項について協議

する。 

 



 （役員会） 

第１８条 役員会は、役員をもって構成する。ただし監事は除く。 

２ 役員会は、委員会、町内会長会に諮る事項について事前調整を行う。 

 

（職員の会議出席） 

第１９条 職員は、会議に出席して、議長の許可を得た後意見を述べることができる。 

 

第５章 会計 

 

（会計年度） 

第２０条 本会の会計年度は、４月１日に始まり、翌年の３月３１日をもって終わる。 

 

（経費） 

第２１条 本会の経費は、会費及び寄付金・補充金その他をもって当てる。 

 

（会費） 

第２２条 会費は戸数割とし、その額は毎年度の予算に当てる。 

 

（会費の減免） 

第２３条 会長は、次の各号に該当する者に対しては、委員会の議決を経て、会費を減免する

ことができる。 

（１）生活保護法による生活扶助をうけている者。 

（２）前号以外の扶助をうける者で、減免の必要があると認める者。 

（３）前各号の外、天災その他特別の事由により、減免の必要があると認める者。 

 

（役職員の報酬及び費用弁償） 

第２４条 役員には、報酬を支給することができる。但し、その額と支給方法は委員会の承認

を得るものとする。 

２ 役職員には、本会の目的達成のために要する出張、その他必要経費は、委員会の承認を得

て実費を支給することができる。 

 

第６章 雑則 

 

（表彰） 

第２５条 会長は、次の各号の１に該当する者に対し、委員会の承認を得て、これを表彰する

ことができる。 

（１）本会に特に功労があった者。 

（２）生活、産業、文化等吉敷地区の発展に特に貢献した者。 

（３）その他会長において必要と認めた者。 

 

付 則 

１ この会則は、昭和３２年４月１３日より実施する。 

２ 昭和２５年１０月１日公布の会則はこれを廃止する。 



３ この改正は、昭和３６年４月１日から実施する。 

４ この改正は、昭和４３年４月１日から実施する。  

５ この改正は、昭和４６年４月１日から実施する。 

６ この改正は、昭和４８年４月１日から実施する。 

７ この改正は、昭和５１年４月１日から実施する。 

８ この改正は、昭和５４年４月１日から実施する。 

９ この改正は、昭和６２年４月１日から実施する。 

１０ この改正は、昭和６３年４月１日から実施する。 

１１ この改正は、平成１年４月１日から実施する。 

１２ この改正は、平成６年４月１日から実施する。 

１３ この改正は、平成１９年４月１日から実施する。 

１４ この改正は、平成２１年４月１日から実施する。 

１５ この改正は、平成２３年４月１日から実施する 

１６ この改正は、平成２５年５月１１日から実施する。 

１７ この改正は、平成２７年５月９日から実施する。 

１８ この改正は、平成２８年５月１３日から実施する。 

１９ この改正は、平成２９年５月１２日から実施する。 

２０ この改正は、令和３年５月１２日から実施する。 

２１ この改正は、令和５年５月１０日から実施する。 

２２ この改正は、令和６年５月８日から実施する。 

 

別表（第７条関係） 

山口市消防団鴻南方面隊吉敷分団 

良城商工振興会 

吉敷地域コミュニティタクシー運行協議会 

吉敷地域ふれあいネットワーク協議会 

吉敷地域文化振興協議会 

吉敷地区環境づくり推進協議会 

吉敷地区交通安全・防犯対策協議会 

吉敷地区広報委員会 

吉敷地区子ども会育成連絡協議会 

吉敷地区社会福祉協議会 

吉敷地区人権学習推進協議会 

吉敷地区青少年健全育成協議会 

吉敷地区体育振興会 

吉敷地区福祉員協議会 

吉敷地区防災会 

吉敷地区民生委員児童委員協議会 

吉敷地区老人クラブ連合会（良城クラブ） 

良城小学校ＰＴＡ 

（五十音順） 

 

 


